第４項　「安楽死・尊厳死・終末期医療」

①はじめに～違法性の阻却について～

〈刑法上での意味〉
構成要素を充足し、違法と推定される行為について、例外的に違法性を否定する根拠となる事由がある場合は、違法性がないとされること。
［例］・正当防衛（刑法３６条）
　　	・緊急避難（刑法３７条）
　　　・正当行為（刑法３５条）

具体的な例をあげると……
　・刑務官の死刑執行
　・医者の患者に対する手術による行為
[bookmark: _GoBack]　・プロボクシング選手のリング上での行為

・日本では、まだ完全な法整備がなされていないため、全国の病院で一律にルールが定められている訳ではない。
→安楽死や尊厳死が違法性阻却事由になる（認められる）のかどうかが、曖昧。

・判例では、個人の意志表示が重視されている。

・ガイドラインは作成されたが、これは「プロセス」であり、「厳密な条件」ではない
